 中　映　協　だ　よ　り
明けましておめでとうございます！
2015年の中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、1月14日（水）正午より名古屋市中区のローズコートホテルで催されました。
会員社やご来賓の皆様で、総勢90人近くの参加で、盛大に行われました。

オープニングで、会場には和太鼓の音が鳴り響きました。女性のアーティストユニット“和楽－ＷＡＧＡＫＵ－”による和太鼓、邦楽器の演奏です。

中映協の谷水理事長からは「今年は景気回復が期待できる。私たちがアクションを起こす。映像業界はデジタル化の中で、映像コンテンツは創意工夫によって人を感動させるようなものづくりができる。中映協はコンテストとセミナーを柱として、この地方の映像産業に関わる人材の技術力アップ、資質アップを目指していく」と力強い抱負が述べられました。

続いて、来賓の中部経済産業局産業部 流通・サービス産業課の林正実課長から「ゆるやかな景気回復の兆しの中、個人消費と地方創生という２つの課題がある。地域経済の発展のため、映像産業はつなぎ役となって地域産業の活性化に役立ってほしい」との大きな期待が示されました。

愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室の大野康史室長からは「昨年策定された愛知ビジョン2020を柱に、県は、情報産業の育成に力を入れていく」という、強い励ましとなる言葉をいただきました。
ご臨席の来賓が紹介された後、愛知県広告協会の祖父江治朗事務局長のご発声により参加者全員が今年の飛躍を誓って乾杯をしました。

今年1月より、中映協に入会された株式会社ルースの佐藤宏氏よりご挨拶をいただきました。
また、賛助会員社各社にも出席いただきましたので、社名を紹介させていただきます（五十音順）。

・ソニービジネスソリューション

・パナソニックシステムネットワークス株式会社

　　　システムソリューションズジャパンカンパニー中部社
・朋栄
会員各社が今年もお世話になります。よろしくお願いいたします。

新年会の締めくくりは、恒例の福引大会です。各社から提供された商品が抽選のうえ、次々と笑顔の当選者に渡されていきました。
福引抽選の最後を飾り、 “中映協賞”として提供された“ソニー4Ｋテレビ争奪じゃんけん大会”が開催されました。
4Ｋテレビは、中映協映像コンテスト審査委員長で、愛知芸術文化協会理事長の伊豫田静弘氏が見事獲得されました。
最後は　中根理事による〝一本締め〟でお開きとなりました。

景品をご提供くださった出席各社の皆様、誠にありがとうございました。今年も中映協の活動にご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

